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株式会社Ｈ＋Ｂライフサイエンス 

情報誌  

当情報誌は、臨床現場でご活躍いただいている先生方の生の声をお届けする事により、他の

先生方との情報交換の場として、食品のより有用で効果的な活用ができるようになる事を目

的としています。 

 

第８号は、２０１２年９月８日に東京都新宿区京王プラザで開催された、「Ｈ＋Ｂライフサイ

エンスセミナー」の発表内容を掲載させていただきました。（編集担当） 

 

第８号  

［Ｈ＋Ｂライフサイエンスセミナープログラム］ 

 

基調講演Ⅰ．「多職種連携による糖尿病栄養指導」 

      －妊娠糖尿病、糖尿病透析予防指導ほか－ 

自治医科大学附属病院臨床栄養部 栄養管理室長 

佐藤 敏子 先生 

 

学術情報  「オリゴ糖の種類と有用性」 

株式会社Ｈ＋Ｂライフサイエンス 取締役学術部部長 

西村 良徳 

 

基調講演Ⅱ．「チームで行う排便サポート」 

排泄ケアサポートセンター 

ウエルビーイングオフィス K 代表 看護師 

梶原 敦子 先生 

 

事例発表． 「当院ＮＳＴにおけるシンバイオティクスの活用」 

国立病院機構千葉東病院 

栄養管理室長 永井 徹 先生 

レシピエントコーディネーター 橋詰 亮 先生 
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自治医科大学附属病院は 1974 年に開院し、

1132 床のベッド数を有する特定機能病院です。

40 の診療科目を標榜し、平均在院日数 14 日、

基本方針の一つに「患者の皆様に安全でかつ根

拠に基づく質の高いチーム医療を提供」を掲げ

てあります。 

当院では、２００９年に糖尿病センターが開設さ

れました。内内分泌代謝科・眼科・腎臓内科・臨床

栄養部・看護部が中心となって運営し、各部門が連

携しながら、よりよい糖尿病診療の 構築が目標と

しています。定期的に合同カンファレンスも開催し

ています。 

 

 栄養指導体制はスライドに示す通りですが、入院

栄養指導を病棟で実施し、栄養指導相談室は外来

指導を中心に行っています 

 

ＮＳＴの栄養治療実施計画書には、現疾患ととも

に糖尿病の有無を記載するようにしており、栄養障

害に対しても高血糖について配慮しています。 

 

 

妊娠糖尿病と糖尿病合併妊娠の栄養・食事療法

については、妊娠前体重を考慮し、エネルギー量

を設定しています。

 

食後高血糖予防のために、3 回の食事と 3 回の

間食の1日６回食で提供し、症例によってはインスリ

ンが処方されます。 

 

 今年度の診療報酬改定により、糖尿病透析予防

指導管理料が算定できるようになりました。当院で

は、実施に向けて管理料に関する情報収集をし、

内分泌代謝科、腎臓内科の医師や看護師と連携し

指導プランを作成いたしました。 

■「多職種連携による糖尿病栄養指導」 

 －妊娠糖尿病、糖尿病透析予防指導ほか－ 

…自治医科大学附属病院臨床栄養部 

栄養管理室長 佐藤敏子 先生 
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 糖尿病透析予防指導は、腎臓の働き、検査項目、

糖尿病腎症の病期と治療、日常生活の注意、自己

管理の記録（血圧、体重、食事メモほか）等につい

て 6回コースで設定しています。 

 

 特に、高血圧合併例（食塩 6g/日未満）では、尿

データを参考に減塩指導を行います。 

 

 カルテから腎症の病期、治療歴、合併症、生活状

況、心理状態など病態を確認します。治療目標は

チームで決定しますが、患者ご本人にも日常の生

活の目標をたててもらいます。栄養プラン（たんぱく

質、エネルギー、食塩）は病期の栄養基準に添って

個々に応じて設定します。継続指導を行い、理解

度と実践状況を評価、併せて、臨床的評価や栄養

状態の評価を行います。 

 

 

 

 

 
 各種のオリゴ糖がありますが、オリゴ糖によっては、

同じ品名でもグレードによって、主成分以外の糖質

ガ多く含まれてます。 

 

 乳果オリゴ糖シロップは、有効成分が７３％であり、

摂取目安量１回分（シロップ７ｇ）中、血糖値が上が

るかも知れない糖質は１．４ｇであり、わずかです。 

 

 乳果オリゴ糖は、各種オリゴ糖の中でも少量で効

果が出やすく、多く摂取しても下痢しにくい安全域

の広いオリゴ糖です。 

■「オリゴ糖の種類と有用性」 

…株式会社Ｈ＋Ｂライフサイエンス 

 取締役学術部部長 西村良徳 
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 乳果オリゴ糖は、ガラクトース、グルコース、フラク

トースが結合した３糖類です。 

 

 各種の効果が期待できます。 

 

 ぜひとも各病院施設でご利用頂き、各種機能をご

確認頂ければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排便ケアを実施するためには、ケアチームを作る

などのシステムづくり、管理者の理解が必要になり

ます。排便ケアサポートチームは、排便に関する知

識の普及を含めた排便ケア全体のマネジメントを行

います。 

 

 基本はしっかり食べられる工夫と、その人なりの排

便リズムを大切にした苦痛のない気持ち良い排便

を促すことです。排便があればいいというだけのこと

ではなく、キーワードは＜気持が良い＞です。 

 

■「チームで行う排便サポート」 

…排泄ケアサポートセンター 

 ウエルビーイングオフィスK 代表 

 看護師 梶原敦子 先生 

 

 



株式会社H+Bライフサイエンス情報誌  第８号 ２０１３年１月 

 
5 

 

 

 アセスメントシート等を作成して、生活全体に視点

を置いた幅広いアセスメントを行う事が重要です。 

 

排便ケアのアセスメントやケアの実施のためには

排便日誌が必要です。また、ばらばらな記録では、

排便に関する様々な要因のそれぞれの関係性を確

認する事ができないので、一つにまとめた排便日誌

が必要になります。 

 

 便秘は、腸の器質的な通過障害（腫瘍、狭窄等）

がない限りは、①便の移動が遅い、②直腸まで便

は降りているが、何らかの原因で排便できない、の

2つの原因に分けられます。 

 

 

対処の原則は、しっかりと食べてきちんと出す事

です。また、排便方法の工夫に加え、オリゴ糖等を

使い腸内環境を整えることも重要になります。 
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当院は、千葉市中央区にある、病床数４７０床の、

全国の腎臓移植の中核病院です。 

 

 ２００５年からＮＳＴ活動を開始していますが、ここ３

カ月間のＮＳＴ依頼件数の、消化管トラブルの占め

る割合は２６％でした。 

 

下痢を起こす原因は様々ですが、高齢者は加齢

に伴い、ビフィズス菌が減少し、ウエルシュ菌などが

増加する事が知られています。 

 

 加齢により、善玉菌であるビフィズス菌の割合は

低下していきますが、悪玉菌である大腸菌やウエル

シュ菌などの割合は増加していきます。 

 

 腸内菌叢を改善する方法として、プロバイオティク

スとプレバイオティクスが知られていますが、同時に

投与するシンバイオティクスも行なわれています。 

 

 プロバイオティクスやシンバイオティクスによって

腸内菌叢を整える事により、術後の感染予防、免疫

能調節作用、発癌抑制作用、アレルギー低減作用

などが期待されます。 

 

 

■「当院ＮＳＴにおけるシンバイオティクス

の活用」 

…国立病院機構千葉東病院 

管理栄養室長 永井徹 先生 

レシピエントコーディネーター 

橋詰亮 先生 
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 腎移植医療では、糖尿病や高血圧の患者が多く、

術前にこれらを改善しておく事が、施術を成功させ

る事につながります。 

 

 原疾患や施術に由来する様々な問題に対処する

ためには、他職種と連携していくためのチームが必

要です。 

 

 当院のＮＳＴ活動は、食事摂取状況を評価して食

事形態の変更や食事指導など、排泄状況を評価し

て食品由来の整腸素材の検討などを行なっていま

す。 

 

 

看護職、介護職の役割は、最も患者と関わる時

間が多く、チームの中心となって活躍する事が必要

です。 

 患者のＱＯＬ向上のため、ＮＳＴの介入によって多

方向から栄養管理のアプローチをする事が非常に

重要であり、地道に成果を残して行きたいと考えて

います。 
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株式会社 エイチプラスビィ・ライフサイエンス  

 

東京オフィス  〒101-0041 東京都千代田区神田須田町 1-34-1 RD神田ビル TEL.03-5298-8188  

北海道オフィス  〒066-0063 北海道千歳市幸町 3-16-17  TEL.0123-66-2220  

東北オフィス  〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町 3-3-26 高留ビル２F TEL.022-722-8308  

中部オフィス 〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3－19－5 FLEZIO LA902 TEL:052-955-8399 

関西オフィス         〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 2-14-4MF 新大阪ビル TEL.06-6391-9151 

中四国オフィス  〒721-0955 広島県福山市新涯町 4-8-4 TEL.084-981-4710  

九州オフィス  〒812-0012 福岡市博多区博多駅前 3-6-12 オヌキ博多駅前ビル 5F-510 TEL.092-477-7310  


